
吉野遮音システム 
S12･WⅠ敷目板タイプ 目透かし仕様 について 

令和 3 年 10 月 22 日 

吉野石膏株式会社 

 

１．当壁工法と耐火・遮音認定の関係 
・添付する耐火構造および遮音構造の認定条件は、広い範囲で認めていただいております。 

一方、S12･WⅠ敷目板タイプ 目透かし仕様は、これらの認定の一部を用いて商品化した工法となります。

当壁工法の施工は、弊社が発行する最新の「標準施工指導書」を遵守願います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．当壁工法の注意点 

・当壁工法を共同住宅の住戸等の区画として用いる場合は、消防庁の定める施工管理体制に従う必要があり

ます。 

施工管理体制とは、弊社の技術研修を修了した監督者が、弊社の「標準施工指導書」および 

現場毎に作成した「施工計画書」に沿って施工するよう監督指導すること、施工の結果を記録 

保存しておくこと。 

乾式壁と躯体等の接合部は「タイガーロックフェルト」や「タイガーU タイト」などによる四周処理が 

必要となります。 

詳しくは弊社が発行する最新の「標準施工指導書」でご確認願います。 

・「標準施工指導書」の内容で認定書に係る事項について疑義が生じた場合は、弊社と協議した上で認定条件

の範囲に従って施工方法を検討してください。尚、「標準施工指導書」に明記されていない事項、認定書に

記載のない事項・納まり等は必ず、設計・建築主事・所轄消防等にご確認願います。 
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認 定 書

国 住 指 第 3572号
平成 24年 17月 12日

:吉野石膏株式会社          ri    l
代表取締役 須藤 永―郎 様         .

国土交通大臣  羽田 雄二虫

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1項 、(同法第 88条第
11項
にお

いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 30条及び同法施行令第 22条の 3(界
壁の遮音構造)の規定に適合するものであることを認める。

,記

1。・認定番号            ´
i     SOI― -0151

2iマ定
「           両吾1化せ|テうホ

‐
ド尋暴ィ1量
鉄
言下|(1蔦)問 ,

3.認定をした構造方法等の内容        」     ::  
別添の通り    1      、ヽ   ｀

.

_(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。.              1



別添

1。 構造名

グラスウール充てん/両面強化せつこうボー ド重張/軽量鉄骨下地 (千鳥)間仕切壁

2.寸法と面密度
表 1に 申請仕様の寸法と面密度を示す。

表 1 申請仕様の寸法と面密度         (単 位 :mm)

3.主構成材料
表 2に 申請仕様の主構成材料を示す。

表 2 申請仕様の主構成材料          (単 位 :mm)

項 目 申 請 仕 様

壁 厚 123以上 (中空部73～ HO)

面密度 (一般断面 ) 37.10 kg/ポ 以上

目項 申 請 仕 様

上張 り用面材及び

下張 り用面材

以下のいずれかの重張または組合せとする

強化せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8615)

(JIS A 6901:2005)

幅 :   455( 0,-3)～ 1210( 0,-3)
長さ :  455(+3, 0)～ 4500(+3, 0)

厚 さ :  12。 5(± 0。 5), 15(± 0。 5), 18(± 0。 5), 21(± 0.5),

25(± 0。 5)

面密度 : 9。 O kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア,ベベル,テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

(JIS A 6901:2005)

幅 :   455( 0,-3)～ 1210( 0,-3)

長さ :  455(+3, 0)～ 4500(+3, 0)

厚 さ :  12.5(± 0。 5), 15(± 0。 5)

面密度 : 16。 25(-1。 62)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア,ベベル,テーパ

両面ボー ド用原紙張/繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9364)

(」 IS A 6901:2005)

幅 :  455( 0,-3)～ 1210( 0,-3)
長さ : 910(+3, 0)～ 4000(+3, 0)
厚さ : 12.5(± 0。 5)

面密度 : 15.68(± 1。 56)kg/m2

端部の形状 :ス クエア,ベベル,テーパ

つづく
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つづき

上張り用面材及び

下張り用面材

面密度 : 13.38(-1.34)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア,ベベル,テーパ

両面ボー ド用原紙張/せつこう板
(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

(JIS A 6901:2005)

幅 :  455( 0,-3)～ 1210( 0,-3)
長さ : 455(+3, 0)～ 4500(+3, 0)
厚さ :  12.5(± 0.5), 15(± Oc 5)

面密度 : 12。 5(-1.25)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア,ベベル,テーパ

上部、下部、縦 ランナー E-20～ HO× 20～ 75× 0.4～ 0

E-20～ HO× 32～ 75× 0。 4～ 0
L-30～ HO× 30～ 75× 0.4～ 0
防錆処理を施したもの。

８

　

８

　

８

間柱 E-40～ 109× 35～ 75× 0.5～ 1。 6

□ -20～ 109× 20-180× 0。 5-1.6

防錆処理を施 したもの。

振れ止め E-19～ 50× 10～ 20× 0。 9～ 1.6

防錆処理を施したもの。

つづく
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つづき

中空部充てん材 グラスウール (国土交通大臣認定不燃材料 NM-8605),

(」IS A 6301:2007) , (JIS A 9504:2011)

又は (JIS A 9521:2011)

厚さ :50以上

面密度 :1。 2(-0。 10)kg/m2以上

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8600),

(」IS A 6301:2007) , (JIS A 9504:2011)

又は (」 IS A 9521:2011)

厚さ :50以上

面密度 :1。 2(-0.10)kg/m2以 上

ロックウール

敷 目板 |せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8612),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8613),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8619),

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-9828),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-0441)

又は (JIS A 6901:2005)

強化せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8615)

又は (」 IS A 6901:2005)

せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1498),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9354),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9363),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9364),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9639),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1908),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2286)

又は (」IS A 6901:2005)

繊維強化セメン ト板

グラスウール     密度 : 10 kg/m3以 上
ロックウール    密度 : 10 kg/m3以 上

グラスファイバーフェル ト 密度 : 10 kg/m3以 上
ロックウールフェル ト   密度 : 10 kg/m3以 上

幅 :   40以 上

厚 さ :  1以 上
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目項 申 請 仕 様

ランナー固定金物 コンクリー ト釘

バ ッファー ピン

タッピンね じ

ボル ト

2。 Oφ 以上 ×

2.Oφ 以上 ×

2。 Oφ 以上 ×

2。 Oφ 以上 ×

10以上
10以上
10以上
10以上

タッピンねじ 上張 り用面材取付け用

下張 り用面材取付け用

補強材仮留め用

敷目板仮留め用

防錆処理を施 したもの。

5φ 以上×

5φ 以上×

8φ 以上 ×

8φ 以上×

32以上
22以上
10以上
10以上

リベット 補強材仮留め用

防錆処理を施したもの。

2.8φ 以上

ステープル 上張 り用面材取付け用

中空部充てん材取付け用

防錆処理を施 したもの。

幅

幅

×

×

4

4

以上

以上

長 さ 22以上
長 さ 22以上

スピンドルピン 中空部充てん材取付け用 長 さ 25以上

スペーサー せつこうボー ド、強化せつこうボー ド、せつこう板、繊維強化セメン

ト板、グラス
・
ウール、ロックウール、グラスファイバーフ土ル ト、

ロックウールフェル ト又は鋼製等

40以上 × 40以上
接着剤 酢酸 ビニル樹脂系、合成 ゴム系、アクリル樹脂系、ポ リサルファイ ド

系、シリコーン系、ウレタン樹月旨系、ポ リアミド樹脂系、エポキシ樹

脂系、せつこう系、炭酸カルシウム系、セルロース系、フェノール樹

脂系、シアノアクリレー ト系、ポ リエーテルアクリレー ト系、 レゾル

シノール系、ポ リビニルアルコール系、塩化 ビニル系、ポ リオ レフィ

ン系、ポ リエステル系、エチ レンビニルアセテー ト系又はゴム系

四周用充てん材 無機質充てん材 :     せつこう系又は炭酸カルシウム系
ロックウールモルタル :  (国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8601)
ロックウール :      (国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8600),

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2615),

(JIS A 6301:2007) , (」 IS A 9504:2011)

又は (JIS A 9521:2011)
シー リング材 :      アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、

ポリサルファイ ド系、シリコン系、

酢酸ビニル樹脂系、アクリルウレタン系、

シリコーン系、ポリイソブチレン系

又は変成シリコーン系

ロックウールフェル ト

グラスファイバーフェル ト

ネ甫]資本オ 鋼 板 厚 さ :0。 H以上

4e副構成材料
表 3に 申請仕様の副構成材料を示す。

表 3 申請仕様の副構成材料         (単 位 :mm)
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5.申請仕様の説明図

構造説明図を図 1に、水平断面図を図 2～図 6に、水平端部詳細図を図 7～図 13に、上下端

部詳細図を図 14～図 18にそれぞれ示す。

単位 :Inm

上部ランナー 間柱

スペーサー 中空部充てん材

四周用充てん材
突付け又は
目透かし(目透かし幅:10以下)

四周用充てん材

鮒けllま 1「
目透かし(目透かし幅:12.5以下)

_  _  _  ―||―  ステープルー||~
上張り用画材

四周用充てん材
突付け又は
日透かし(目透かし幅:10以下)

下部ランナー

下張り用面材は敷目板を介して間柱に取付けられる場合もある。

図 1 構造説明図
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単位 :lnm

ステープル
突付け又は
目透かし(目透かし幅:12.5以下)

下張り用面材

タッピンねじ 間柱 上張り用面材 中空部充てん材

図2 水平断面図 (間柱を千鳥配置とする場合)

ステープル
突付け又は
日透かし(目透かし幅:12.5以 下)

敷目板 下張り用面材

タッピンねじ 間柱 上張り用面材 中空部充てん材

図 3 水平断面図 (間柱を千鳥配置とし、敷目板を使用する場合 )

突付け又は
目透かし(目透かし幅 :12.5以下)

下張り用面材 振れ止め

間柱 上張り用面材 中空部充てん材

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図4 水平断面図 (間柱を独立配置とする場合 )

ステープル
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単位 :mm

ステープル
突付け又は
目透かし(目透かし幅:12.5以下)

敷目板 下張り用面材 振れ止め

タツピンねじ 間柱 上張り用面材 中空部充てん材

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 5 水平断面図 (間柱を独立配置とし、敷目板を使用する場合 )

ステープル
突付け又は
目透かし(目透かし幅:12.5以下)

敷目板 下張り用面材 振れ止め

タッピンねじ 間柱 上張り用面材 中空部充てん材

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 6 水平断面図 (間柱を共通配置とし、敷目板を千鳥に配置する場合 )

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下)

間柱又は縦ランナー

ステープル 下張り用面材

四周用充てん材 ＼タツピンねじ 間柱 上張り用面材 中空部充てん材

図 7 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、端部を共通にする場合)

12.5,15,18,20121,25

12.5,15,18,20,21,25

12.5,15,18.20。 21,25

12.5,15,18,20,21,25

73-110

12.5,15,18,20,21,25、

12.5,15,18,20121,25

12.5,15,18,20,21,25

12.5,15,18,20,21,25

73～ 110

突付け又は日透かし(目 透かし幅 :12。5以下)
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突付け又は日透かし(目透かし幅:10以下)

突付け又は目透かし(目透かし幅:12.5以下)

単位 :mm

間柱又は縦ランナー

ステープル 下張り用面材

四周用充てん材 タヽッピンねじ 上張り用面材  中ヽ空部充てん材

図 8 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、端部を独立にする場合)

間柱又は縦ランナー

ステープル 敷目板 下張り用面材

四周用充てん材`タッピンねじ 間柱 上張り用画材 中空部充てん材

図 9 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、敷目板を使用した上で、
端部を共通にする場合 )

間柱又は縦ランナー

ステープル 敷目板 下張り用面材

四周用充てん材 ＼タッピンねじ 間柱 上張り用面材  中ヽ空部充てん材

図 10 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、敷目板を使用した上で、
端部を独立にする場合 )
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突付け又は日透かし(目透かし幅:10以下)

間柱又は縦ランナー 突付け又は目透かし(目透かし幅:12.5以下)

単位 :mm

ステープル 下張り用面材  ヽ 振ヽれ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材 中空部充てん材

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 11 水平端部詳細図 (間柱を独立配置とする場合 )

間柱又は縦ランナー

ステープル 敷目板 下張り用画材  ヽ 振ヽれ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材 中空部充てん材

但し、

図 12 水平端部詳細図 (間柱を独立配置とし、
振れ止めを使用しない場合もある。

敷目板を使用する場合)

ステープル 敷目板 下張り用面材  ヽ 振ヽれ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材 中空部充てん材

但し、振れ止めを使用しない場合もある。

図 13 水平端部詳細図 (間柱を共通配置とし、敷目板を千鳥に配置する場合)

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下)

突付け又は目透かし(目透かし幅:12.5以下)

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下)

間柱又は縦ランナー 突付け又は目透かし(目透かし幅:12.5以下)
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単位 :mm

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下) 四周用充てん材

スペーサー 上部ランナー

上張り用面材

中空部充てん材 下張り用面材

タッピンねじ

ステープル

ステープル

タッピンねじ

中空部充てん材 下張り用面材

上張り用面材

スペーサー 下部ランナー

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下) 四周用充てん材

図 14 上下端部詳細図 (間柱を千鳥配置とする場合 )

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下) 四周用充てん材

スペーサー 上部ランナー

上張り用面材

中空部充てん材 下張り用面材

タッピンねじ

敷目板

ステープル

ステープル

敷目板

タッピンねじ

中空部充てん材 下張り用面材

上張り用面材

スペーサー 下部ランナー

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下) 四周用充てん材

図 15 上下端部詳細図 (間柱を千鳥配置とし、敷目板を使用する場合 )

突付け又は目透かし(目透かし幅:12.5以下)

突付け又は目透かし(目透かし幅:12.5以下)
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単位 :llm

突付け又は日透かし(目透かし幅:10以下) 四周用充てん材

上部ランナー

上張り用面材

中空部充てん材 下張り用面材

タッピンねじ

ステープル

ステープル

タッピンねじ

中空部充てん材 下張り用面材

上張り用面材

下部ランナー

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下) 四周用充てん材

図 16 上下端部詳細図 (間柱を独立配置とする場合 )

突付け又は目透かし(目 透かし幅 :10以下) 四周用充てん材

上部ランナー

上張り用面材

中空部充てん材 下張り用面材

タッピンねじ

敷目板

ステープル

ステープル

敷目板

タッピンねじ

中空部充てん材 下張り用面材

上張り用面材

下部ランナー

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下) 四周用充てん材

図 17 上下端部詳細図 (間柱を独立配置とし、敷目板を使用する場合 )

突付け又は目透かし(目透かし幅:12.5以下)

突付け又は目透かし(目透かし幅 :12.5以 下)
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単位 :mm

突付け又は目透かし(目透かし幅:10以下) 四周用充てん材

上部ランナー

上張り用面材

中空部充てん材 下張り用画材

タッピンねじ

間柱 敷目板

ステープル
突付け又は目透かし(目透かし幅:12.5以下)

ステープル

敷目板

タッピンねじ

中空部充てん材 下張り用画材

上張り用面材

下部ランナー

突付け又は目透かし(目透かし中冨:10以下) 四周用充てん材

図 18 上下端部詳細図 (間柱を共通配置とし、敷目板を千鳥に配置する場合)
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6。 施工条件

1)墨出し及び上部・下部ランナーの取付け
間仕切壁を設置する所定の位置に、墨出しを行 う。

上部・下部ランナーは、予め現場の寸法に合わせて切断し、墨出し線に合わせて、コンクリ

ー ト下地には、ランナー固定金物にて、また、鋼製下地には、直に又はランナー受け金具等を

介 して、タッピンね じ、溶接又はボル トにて、それぞれ 900mm以 下のピッチで取付ける。

2)間柱の取付け

予め現場の寸法に合わせて切断する。間柱を千鳥配置とする場合は、上部・下部ランナーと

間柱との隙間にスペーサーを介して、片側 606mm以 下の間隔で千鳥配置に取付ける。独立
配置とする場合は、各々の上部・下部ランナーに 606mm以 下の間隔で取付け、共通配置と
する場合は、上部 。下部ランナーに 303mm以 下の間隔で取付ける。

3)振れ止めの取付け (振れ止めを取付ける場合 )
振れ止めは、予め現場の寸法に合わせて切断し、間隔 800～ 2000mmで 間柱の振れ止
め用穴に装着する。

4)敷 目板の取付け (敷 目板を取付ける場合 )
敷目板は、予め現場の寸法に合わせて切断し、タッピンねじ、テープ、接着剤、シーリング

材のいずれかを用いて 900mm以 下の間隔で間柱に仮留めする。また、上部 0下部ランナー
のいずれか一方又は両方に敷 目板を取付ける場合は、同様にタッピンねじ、テープ、接着剤、

シーリング材のいずれかを用いて 900mm以 下の間隔で仮留めする。
また、間柱を共通配置とする場合は、必ず敷目板を千鳥配置に仮留めする。

5)補強材の取付け (補強材を間柱と下張り用面材の間に取付ける場合 )
補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、タッピンねじ又はリベットを用いて、90o
mm以下の間隔で間柱に仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両側に取付けることがで
きる。但し、補強材の面積は、壁の面積の 50%以 下とする。

6)片面の下張 り用面材の取付け
下張り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、縦又は横張りにして、タッピンねじを

用いて、間隔 200mm以 下で、間柱に取付ける。下張り用面材の目地部は突付け工法とする。

7)中空部充てん材の挿入
中空部充てん材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、 6)で取付けた下張り用面材の裏面
又は間柱に、取付け用ステープル又はスピン ドルピン等を用いて、脱落 しないよう取付ける。

この時、中空部充てん材は、間柱、縦ランナーに充てんしても良い。

8)反対側の下張 り用面材の取付け
6)の手順で反対側の下張 り用面材を取付ける。

-13-

SOI‐0151 
13 / 14



9)下張り用面材の四周取合部の処理
下張り用面材の四周取合部は隙間のないように四周用充てん材にて充てんする。

10)補強材の取付け (補強材を下張り用面材と上張り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、タッピンねじを用いて 900mm以 下の間隔
で下張り用面材を貫通して間柱に仮留めするか、接着剤で 900mm以 下の間隔で下張り用面
材に仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両側に取付けることができる。但し、補強材

の面積は、壁の面積の 50%以 下とする。

H)上 張り用面材の取付け
上張り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、縦又は横張りにして、下張り用面材と

目地部が重ならないようにして、タッピンねじで、200mm以 下の間隔にて下張り用面材を
貫通して間柱に取付けるか、接着剤を付けステープルを200mm以 下の間隔で下張り用面材
に取付ける。但 し、下張り用面材 と上張り用面材の間に補強材が入つている場合は、補強材に

タッピンねじ又は接着剤 とステープルを用いて貫通して取付ける。

12)上張り用面材の目地部及び四周取合部

(イ )上張り用面材の目地部は突付け工法又は目透かし工法とする。上張り用面材の目地部を

目透かし工法とする場合は、目透かし幅を 12.5mm以 下とし、目透かしの間隔を上
張り用面材の幅方向に 606mm以 上、上張り用面材の長さ方向に 1820mm以 上と
する。上張 り用面材の幅方向の目透かしの間隔は、上張 り用面材の幅の許容差を適用す

ることができる。また、上張り用面材の四周取合部の目透かしは、目透かしの間隔の対

象に当てはまらない。

(口 )上張 り用面材の四周取合部は突付け工法又は目透かし工法とする。上張り用面材の四周

取合部を目透かし工法とする場合は、目透かし幅を 10mm以 下とする。
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